
宮崎県台湾トップセールスについて（報告） 

 

総 合 交 通 課 

オールみやざき営業課 

 

１ 概要 

  新型コロナに伴う水際規制の緩和以降はじめて、知事が県議会や経済団体とともに

台湾を訪問し、「宮崎－台北線」の早期再開要望や、県産品のＰＲなどを通じ、経済

交流の回復や関係機関とのネットワークのさらなる強化を図る宮崎県台湾トップセ

ールスを実施した。 

 

２ 日程 

  令和５年１月３１日（火）～２月２日（木） 

 

３ 参加者 

県（河野知事）、県議会（中野議長、西村商工建設常任委員長）、経済団体(宮崎空 

港ビル株式会社 長濵会長）など 

※ 経済団体（県商工会議所連合会 米良会頭）は行程の一部に参加 

 

４ 訪問結果 

(１)  桃園市 

   張 善政 新市長就任後、初めて桃園市を表敬し、張市長のもとでも引き続き交流

の継続と活発化させることを確認した。 

 

(２) 台湾日本関係協会 

蘇 嘉全 会長を表敬し、台湾との貿易や観光など様々な分野での交流に係る意見

交換を実施した。 

 

（３） 台湾交通部観光局 

    林 信任 副局長を表敬し、「台湾観光貢献賞」受賞のお礼及び本県のアウトバウ

ンド対策などの取組に係る意見交換を実施した。 

 

(４)  チャイナエアライン 

チャイナエアライン本社において謝 世謙 会長や高 星潢 社長に対し、「宮崎-

台北線」の早期再開に向けた要望活動を行い、まずはチャーター便運航を積み重ね

定期便再開につなげていくというイメージを双方で共有した。 

 

(５)  宮崎県×リージェント台北 合同プレスイベント 

台湾プレス４５社から取材を受け、２月１日から１か月間にわたり、リージェン

ト台北ホテル内レストランで行うレストランイベントや、新竹県内デパートで開催

する「日本のひなた観光・物産フェア」のＰＲを行った。 

 

(６) 台日商務交流協進会（台湾三三企業交流会側の台日経済交流の窓口団体） 

   コロナ以前、県内企業を視察いただくなど、お互いを行き来しての交流が活発で

あった台日商務交流協進会と本県の経済界との交流の再開を互いに確認した。 



 

(７) 知事招宴 

台湾の行政、経済、観光関係者（２０名）を招いた招宴において、台湾日本関係

協会から周 学佑 秘書長、日本台湾交流協会の服部 崇 副所長のほか、世界的自転

車メーカーのＧＩＡＮＴ社の共同創業者で元ＣＥＯの羅祥安（トニー）氏らとの意

見交換を通じ、コロナで中断していたネットワークの回復と今後の経済交流・人的

交流の拡大につながる機会となった。 



各所への表敬訪問の様子 

（桃園市） （台湾日本関係協会）

（チャイナエアライン本社） （交通部観光局）

（台日商務交流協進会）



台湾トップセールスの様子 

（台湾でのテレビ報道の様子：リージェント台北提供）

（みやざき大使・大谷夢多さん） （焼酎ブース）

（招宴の様子）

（キャビアブース）

（台湾メディア報道の状況）


